
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市学校体育研究連盟 

令和７年１２月１９日 第２２７号 

編集：編集部 

札幌市立元町小学校 

 発行：事務局 

     札幌市立澄川南小学校 

 文責：宗方 里樺（札幌市立丘珠中学校） 

豊かなスポーツライフの実現を目指し、「自ら」課題を発見し、その解決に向けた学習過程を通して

資質・能力を育む体育・保健体育学習という大会主題のもと、第６４回全国学校体育研究大会北海道

大会が開催されました。研究部を中心に授業者と何度も会同して話し合いが行われ、子どもたちの

学びが深まる、素晴らしい授業が公開されました。また、授業後の研究討議も活発に行われ、実りの

多い充実した大会となりました。 

本号では、日章中学校会場での授業や討議の内容、助言者の御講評を紹介させていただきます。 

 
研究の概要 

【大会主題】 

豊かなスポーツライフの実現を目指し、「自ら」課題を発見し、 

その解決に向けた学習過程を通して資質・能力を育む体育・保健体育学習 

 

【研究の柱①】 

子供の「～したい」を生む教材づくり 

【研究の柱②】 

子供が自ら課題を発見し、解決するための手立て 

【研究の柱③】 

子供が自分に合った方法で学習できる学習過程の工夫 

 

 

 

これまでの札幌支部の研究 北海道・他支部の研究 

北海道・札幌の子どもの実態 

【北海道学校体育研究連盟 全道統一研究主題】 

「つなぐ体育 ひらく未来」  

～見方・考え方を豊かに働かせ、自己実現する体育活動～ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の概要 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲間と連携してゴール前の空間に侵入するためには 

第２学年 球技（ゴール型） 

「バスケットボール」 

どのようにストレスを対処してくと良いだろうか 

第１学年 保健 

「心の健康」 

【研究の柱①】  
・「侵入」をキーワードとしたゲームのルールの工夫 

→攻撃と守備の楽しさに浸る姿を引き出す 

【研究の柱②】  
・ゲーム映像の視聴による侵入のための課題発見 

→前時のゲーム中の映像をもとに、次に判断した 

ことを互いに予測 

・プレイ中に考えていた選択や判断の可視化 

→脳内マップを用いてグループで交流 

【研究の柱③】  
・全員でゲームを楽しむための行動宣言の設定 

→公正を育む互いの違いを踏まえた仲間と楽しむ 

 ための方法についての模索 

・ICTを用いた学習の振り返りの積み重ね 

→自チーム以外との速やかな交流の実現 

【研究の柱①】  

・4月と 9月にアンケートを実施 

→約半年での変化を実感 

・ストレスの感じ方を可視化する活動 

→心の体力を両手で表現 

【研究の柱②】  

・生徒の実態に沿った課題を解決する姿 

→様々な対処法の獲得から、適切な対処の仕方を共有 

・対話的な活動を通して様々な視点から学ぶ姿 

→グループ活動による多角的な視点での思考 

【研究の柱③】  
・様々な事例をもとに考えることで他者の心身の 

状態を推し量る力の育成 

→グループの仲間と共有 

→ICTの活用による共有 

 

 

 

 

一次 
公開 

二次 
公開 



 

 

 

 一次公開 二次公開 

柱① ・マークをかわす攻防を設定し、体力差・技能差・性差

を越えて全員がバスケットボールに浸ることを目

指した。 

〇学習指導要領の趣旨を踏まえ、「守備がいない場所

で打てるか」の判断を重視し、限られた単元時間の

中で空間をめぐる攻防（侵入）を中心に据えること

ができた。 

・アンケートの変化や 3年生のデータ、保健室の来室

理由などの比較資料を提示することで、自分事と

して捉えるように工夫した。 

〇心の体力を手で表し、どのような場面でストレス

を感じるのか、どの程度ストレスと感じるのかと

いうことを視覚的に認識できることで、生徒の学

びにつながるような仕組みとなっていた。 

柱② 〇脳内マップを用いることで、ゲーム中の思考や判断

したことを即時に書き込み、共有することができ

た。 

・脳内マップは、思考の連携・動きの連携を通してパ

スがつながることを学ばせる意図もあった。 

〇脳内マップで「守備位置を見る／ずれを作る」を反

復し、判断の質を高めた。 

●守備の技能が高まるほど、それを上回ろうとする

攻撃の楽しさに気付くことができたのではない

か。 

・事例動画を用いたクイズ形式で「広がる動き」を価

値付けして、攻撃に着目してゲームへ入った。具体

的なプレイの選択以前に、何を見るかなど判断基

準を丁寧に育てる設計意図があり、攻撃に重きを

置いた。 

・中心発問で「その対処は本当に解決につながるの

か」と投げかけることにより、思考の揺さぶりを意

図した。 

●時間の都合で、養護教諭の映像を流すことができ

なかった。「自校の現実」と結び付け、自分事とし

て捉えさせる意図であった。 

・4つの対処法を先に提示し、生徒の意見を整理して

いく方が、理解が深まりやすくなった。 

柱③ 〇一括回収・即還元をする場合は、ICT を用いること

で、デジタルとアナログの使い分けを行うことがで

きた。 

●「科学的根拠」を踏まえた説明を生徒の発言から

出せるようにする必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《討議の内容》 



 

 

 

 

 

 

一次公開 二次公開 

◆授業では、生徒が「バスケットをやりたい」という意欲を

もって主体的に取り組む姿が印象的だった。 

◆準備運動は主運動につながる内容で構成され、単なる

身体の準備ではなく、学習の準備として機能していた点

が優れていた。 

◆導入から生徒が課題を自分事として捉えるやり取りが

充実しており、ゴール前での「どのように侵入するか」と

いう動きについて共通認識をもつことができていた。 

◆脳内マップの活用により、生徒が学習に向き合いやすい

工夫がなされ、後半の活発な動きにもつながった。授業

者は生徒との距離感を丁寧に取り、関わる場面と見守

る場面を適切に区別していた。 

◆生徒の言葉を生かしながら課題を形成し、学習を進行・

まとめる一連の流れも自然であった。 

◆今後の課題として、スペースの活用に関する学びをさら

に深めていくことが挙げられる。 

◆生徒が課題を自分事として捉えられるようにする手立て

が丁寧に構成されており、導入から課題設定までの流れ

に一貫性があった。 

◆学習課題を体で表現し、可視化する活動が、生徒の主体

的な学びを促す有効な仕掛けとなっていた。 

◆学習を通して「今後の自分の生活をどのように整えてい

くか」を多面的に考える意識が共有されており、保健分

野の目標である「個人の生活との関連付け」を的確に踏

まえた授業であった。 

◆仲間との関わりを通して課題を解決する活動や、生徒の

発言を拾い、問い返すことで学びを広げ・深める教師の

関わりが見られた。 

《御講評 北海道教育大学札幌校 教授 中島 寿宏 様》 


